
70ドル台を回復後、67ドル台後半に戻す
NY原油先物相場は、1バレル=70.51ドルまで値上がりして6月23日以来の高値を更新した後、67ドル

台前半まで反落する展開になった。トランプ米大統領はウクライナ停戦協議の遅れを受けて、ロシアが

このまま停戦に向けた動きを見せない場合には、ロシア産石油の購入国に対して100%の関税を課す可

能性があると発言した。このためロシア産石油供給に大きな混乱が生じるリスクが警戒され、70ドルの

節目を上抜いた。しかし、その後は米中の低調な経済指標、トランプ米政権の新たな関税が発表された

ことで改めて需要不安を織り込む動きが優勢になり、急速に上げ幅を削る展開になった。

トランプ米大統領は7月29日、8月8日までにロシアが停戦交渉で合意しなければ、ロシア産石油の購入

国に対して100%の関税を課すと発表した。原油価格への影響は心配していないと発言している。しか

し、マーケットでは日量450万バレル規模のロシア産原油供給を止めることは現実的ではないとの見方

も強く、瞬間的に急伸したものの、70ドル台では利食い売りを進める動きも目立った。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月25日時点）は、原油が前週比770万バレル増、ガ

ソリンが272万バレル減、石油精製品が364万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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ロシア産供給不安の上昇は売り場か
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【展望】

需要不安と供給不安が交錯する中、60ドル台中盤から後半で

の売買が続きやすい。ただし、トランプ米政権の新たな関税

の発表もあり、世界経済の先行き不透明感は一段と強くなっ

ている。各国の経済指標でも急激な成長鈍化までは確認でき

ていないが、経済活動の停滞傾向が確認されており、石油需

要の鈍化見通しは強化されている。ドライブシーズンの需要

も近くピークを迎える見通しであり、製油所稼働率のピーク

を確認する動きと連動して、徐々に下振れリスクが高まる見

通し。特に石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産縮小が順

調に進むと、改めて需給が緩みやすくなる。

上昇リスクとして注目すべきは、ロシア産の供給環境になる。

トランプ政権が本当に中国を含むロシア産石油購入国に

100%の関税を課せば、ロシア産の供給環境は一変すること

になる。中国はエネルギー主権を損なうものだとして強く反

発しているが、実際に新たな関税が発動した際には、ロシア

産石油購入を続けるか否か難しい判断を迫られることになる。

ロシア産の供給不安を改めて高めていくような動きがみられ

た際には、70ドル台を回復する可能性が高まる。

また、米国内原油在庫は引き続き過去5年レンジの下限付近

にある。在庫の大幅な取り崩しが報告された際には、期近限

月を中心に買いが膨らみやすくなる。

一方、トランプ政権がシェブロンにベネズエラの事業許可を

付与したことで、同社は8月1日の決算報告で今月中にベネズ

エラ産原油の対米輸出を再開する方針を示した。当初は「限

定的な量」で始めるとしているが、輸出量が増えてくると米

国内需給の安定化に寄与する可能性がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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